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学校番号 ２１２ 

令和５年度 家庭科 

 

教科 家庭 科目 家庭基礎 
単位

数 
２単位 年次 ２年次 

使用教科書 家庭基礎 気づく力 築く未来 （実教出版） 

副教材等 生活学 Navi 資料＋成分表 2023 （実教出版） 

 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

家庭科は、人間が生まれてから死に至るまでの間に起きるすべてのことを網羅している科目です。 
食生活や被服、人生設計、家族や福祉、住生活や消費生活といった生活の営みを学ぶことで、今後の人生で役に
立つ技術や考え方を身につける一助となるでしょう。 
もちろん、知識だけに偏らず、実際に手や体を動かして体験することも大切です。そのために行われる実習で

は、クラスメートとのコミュニケーションを大切にしながら、積極的に参加してほしいと思っています。 
早ければ、２年後の卒業と同時に自立をする生徒も出てきます。 

卒業後の人生で学びを活かせるように、各分野に興味を持って、積極的に授業に取り組んで下さい。 

 

２ 学習の到達目標 

生活の営みに係る見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を通して、様々な人々と

協働し、よりよい社会の構築に向けて、男女が協力して主体的に家庭や地域の生活を創造する資

質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

(１)人間の生涯にわたる発達と生活の営みを総合的に捉え、家族・家庭、衣食住、消費や環境な

ど、生活を主体的に営むために必要な基礎的な理解を図るとともに、それらに係る技能を身に

付けるようにする。 

(２)家庭や地域及び社会における生活の中から問題を見いだして課題を設定、解決策を構想・実

践、考察するなど、生涯を見通して生活の課題を解決する力を養う。 

(３)様々な人々と協働し、地域社会に参画しようとするとともに、自分や家庭、地域の生活を主

体的に想像しようとする実践的な態度を養う。 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

人間の生涯にわたる発達と

生活の営みを総合的に捉

え、家族・家庭の意義、家族・

家庭と社会との関りについ

て理解を深め、生活を主体

的に営むために必要な家

族・家庭、衣食住や環境など

について理解しているとと

もに、それらにかかわる技

能を身に付けている。 

生涯を見通して、家庭や地域

及び社会における生活の中

から問題を見いだして課題

を設定し、解決策を構想し、

実践を評価・改善し、考察し

たことを根拠に基づいて理

論的に表現するなどして課

題を解決する力を身につけ

ている。 

様々な人々と協働し、よりよ

い社会の構築に向けて、課題

の解決に主体的に取り組ん

だり、振り返って改善したり

して、地域社会に参画しよう

とするとともに、自分や家

庭、地域の生活を創造し、実

践しようとしている。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習

内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

１
学
期 

衣 

生 

活 

を 

つ 

く 

る 

人と被服のかかわり c: 自分の衣生活をとりまく状況

について関心をもち，衣生活の改

善・向上に積極的にとりくもうと

する。 

  プリント 

被服の素材の種類と特徴 a:被服の素材の種類や特徴につ

いて知識を身につけ，用途に応じ

てどんな被服が適切か理解でき

る。  

b:被服の用途によって，適切な被

服素材を考え，判断することがで

きる。 

定期考査 定期考査 

プリント 

 

被服の選択から管理まで a:被服材料の性能と特徴，被服整

理についての科学的な知識を身

につけること によって，被服を

適切に選択し，管理することがで

きる。衣類の購入から廃棄まで，

計画的な衣生活を営む知識を身

につけている。 

b:被服材料・被服整理についての

基礎的な知識を身につけ，実生活

での被服管理において，適切な判

断ができる。 

定期考査 定期考査 

プリント 

 

持続可能な衣生活をつく

る 

a:不要となった衣類について，リ

サイクルに回す，作りかえるな

ど，実生活において実践すること

ができる。  

b:現在の衣生活をとりまく状況

について，自分の衣生活を振り返

りながら，課題を導き出すことが

できる。 

定期考査 定期考査 

プリント 

 

被服の構造・デザイン a:材料の選択，日常の被服管理の

方法を習得するとともに，基礎縫

いなどの縫製技術を身につけ，日

常着の管理ができる。 

c:基礎縫いの確認のための実習

や，衣服調査などにおいて，積極

的にとりくもうとする。 

定期考査 

被服実習 

 プリント 

被服実習 
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１
学
期 

食 

生 

活 

を 

つ 

く 

る 

日本の食文化の形成 a:日本の食文化について，成り立

ちや特徴を理解できる。  

b:自分の地域の郷土料理につい

て，歴史や料理の作り方を調べて

まとめることができる。自分の地

域の郷土料理と他の地域の郷土

料理を比較し，違いを自分の言葉

で表現できる。 

定期考査 定期考査 

プリント 

 

私たちの食生活 a:食事の意義や役割，食生活をと

りまく環境などについて，現代の

食生活の課題が理解できる。  

b:自身の食生活や現在の食生活

の課題を発見し，課題解決のため

に思考し，解決にむけての判断が

できる。  

c:自分自身の食生活について関

心をもつとともに，自分や家族の

食生活について意欲的に改善・向

上に努めようとす る。 

定期考査 定期考査 

プリント 

プリント 

栄養と食品のかかわり a:栄養・食品に関する科学的な知

識や調理の技術を身につけ，それ

を実際の食生活に生かすことが

できる。 

c:食品と栄養，調理との関係にお

いて，科学的な視点をもって，知

識を深めようとしている。 

定期考査  プリント 

食品の選び方と安全 a:旬の食材にはなにがあるか，な

ぜ旬の食材がよいのかを理解し

ている。食中毒の予防法や，食品

添加物の特徴をとらえることで，

安全な食品について理解してい

る。 

定期考査   
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２
学
期 

食 

生 

活 

を 

つ 

く 

る 

食事の計画と調理 a:栄養・食品・調理に関する基礎

的な知識を生かしながら，献立を

作成することができる。調理実習

を通して，日常の食事づくりに必

要な調理技術を身につけ，献立作

成から後かたづけまでの一連の 

流れを計画し実践できる。  

b:栄養の機能と食品のかかわり，

また食品の特性と調理との関係

において，科学的な思考を身につ

け，食品選択，栄養計算や献立作

成など，実際の食事づくりにむけ

ての判断ができる。調理実習にお

いて，作業の流れを判断しながら

とりくむことができる。  

c:調理実習においては，積極的に

参加し，とりくもうとしている。 

定期考査 

調理実習 

定期考査 

プリント 

プリント 

調理実習 

 

これからの食生活を考える b:現在の日本の食生活において

の課題について調査などから発

見し，解決の方法について，自分

の考えをまとめることができる。 

 定期考査 

プリント 

 

消 

費 

行 

動 

を 

考 
え 

る 

消費行動と意思決定 a:消費行動について，さまざまな

情報を収集しながら，自分の消費

行動について検証することがで

きる。  

b:消費行動における意思決定の

過程について，具体的な事例を通

して主体的に考え，判断すること

ができる。  

c:自分が一消費者であることを

自覚し，物・サービスの購入のあ

り方や，消費行動，消費と環境と

のかかわりについて積極的に理

解しようとする。 

定期考査 定期考査 

プリント 

プリント 

消費生活の現状と課題 a:消費行動における意思決定の

過程とその重要性について理解

でき，また契約についての知識を

身につけている。  

b:多様化する販売方法や支払い

方法について，問題点や解決策を

考え，判断することができる。 

定期考査 定期考査 

プリント 
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消費者の権利と責任 a:消費者の権利と責任などにつ

いて理解できるとともに，現代の

消費生活の課題について認識で

きる。  

b:消費者としての自覚を持ち，消

費者の権利と責任を考えること

ができる。 

定期考査 定期考査 

プリント 

 

ライフスタイルと環境 a:家庭生活と資源・環境との関係

についての知識を身につけてい

る。  

b:消費行動と環境とのかかわり

について，生活と関連させながら

課題をみつけ，解決の方向性を判

断することができる。環境に関す

るグラフなどから，生活における

消費行動の問題点を導き出す こ

とができる。 

定期考査 定期考査 

プリント 

 

経 

済 

的 

に 

自 

立 

す 

る 

暮らしと経済 a:家庭経済・国民経済などのしく

みについて理解でき，短期・長期

的経済計画の重要性を認識でき

る。  

b:現在の経済社会と家計との関

係を考えながら，家庭の収入・支

出・預金などについて，適切な考

えをもち，判断ができる。  

c:自分の経済的自立を考えなが

ら，家庭経済・国民経済のしくみ

や家計の特徴について，積極的に

理解しようとし，短期・長期の経

済計画について意欲的にとりく

もうとしている。 

定期考査 定期考査 

プリント 

プリント 

将来のライフプランニング a:短期・長期の経済計画にかかわ

る実習を通して，経済的な側面か

ら人生設計を組み立てることが

できる。  

b:将来のライフイベントとその

費用を考えることができる。 

定期考査 定期考査 

プリント 
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こ 

れ 

か 

ら 

の 

人 

生 

に 

つ 

い 

て 

考 

え 

て 

み 

よ 

う 

自分の未来予 想図を描こう

～生涯 発達と発達課題～ 

a:自分自身について考えるワー

クシートや将来についてのレポ

ートなどを通して，自分や，人の

一生についての考え をまとめる

ことができる。  

b:人生の各ライフステージの特

徴と課題について知り，少子高齢

社会，男女共同参画社会などの社

会状況を考えながら，自分の生活

や将来について考えを深め，発表

などを通じて考えを表現するこ 

とができる。  

c:現在の自分のこと，将来の生活

設計を考えることについて，意欲

を持ってとりくもうとしている。 

定期考査 定期考査 

プリント 

プリント 

これからの人生をデザインす

る 

a:自分自身や現在の社会状況を

客観的に知り，将来を見通した人

生設計への課 題をみつけること

ができる。  

b:自分の近い将来についてのキ

ャリアや生活についての設計を

考え，ワークなどを用いてそれら

を具体的に描いていくことがで

きる。 

定期考査 定期考査 

プリント 

 

自立と共生 a:青年期の課題である自立や男

女の平等と相互の協力などにつ

いて理解できる。  

c:男女共同参画社会など，現在の

社会的状況について，興味を持っ

て知ろうとする態度がある。 

定期考査  プリント 

ライフキャリア a:生活にかかわる労働の意義，ま

た，現在の労働環境などについて

理解できる。 現在の生活時間の

状況をふまえ，生活時間と労働と

の関係について理解できる。  

c:労働の意義や役割，労働時間と

生活時間との関わりについて関

心をもち，現在の家族・家庭がか

かえる課題を見いだそうとする。 

定期考査  プリント 
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自 

分 

ら 

し 

い 

生 

き 

方 

と 

家 

族 

共に生きる家族 a: 結婚，家族・家庭の多様化や，

時代 とともに変化する役割につ

いて理解できる。  

b:図表などから家族の形，家庭の

あり方や役割について，また時代

とともに変化した背景について

読みとることができ，現在の家

族・家庭のあり方や役割につい 

て考えを深め，表現することがで

きる。 家族・家庭に関する課題・

問題点について，社会的な制度，

労働環境や雇用情勢などの背景

も考慮しながら原因を推測 し，

解決へ導くための考えをまとめ，

討論やレポートを通して発表す

ることができる。家族の変遷や家

族に関する意識 の変化，さらに

は，現在の家族の抱える問題・課

題などについて，新聞や書籍な 

どから情報を収集し，自らの考え

をまとめることができる。  

c:結婚，家族・家庭の形，家族・

家庭の役割について，自分とどう

かかわっているのか，興味・関心

をもとうとしている。 

定期考査 定期考査 

プリント 

プリント 

家族に関する法律 a:家族に関する法律についての

知識を身につけている。  

c:家族，家庭生活に関する法律に

ついて関心を持ち，家庭生活と法

律との関係について，理解をしよ

うとしている。 

定期考査  プリント 

３
学
期 

子 

ど 

も 

と 

か 

か 

わ 

る 

子どもとは c:子どもの世界について，自分の

子どもの頃を思い起こしながら，

興味・関心を 持ち，子どもの生

活について，積極的に子どもとか

かわりながら，理解しようとす

る。生命の尊さについて，自分の

現在，将来と結びつけながら，学

習しようとする意欲がある。 

  プリント 

子どもの発達 a:子どもの心身の発達や子ども

の生活についての知識を身につ

けている。 

b:子どもの心身の発達，現在の子

どもを取り巻く状況や子育ての

環境について，課題を見つけ，解

決への考えをまとめることがで

きる。 

定期考査 定期考査 

プリント 
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子どもの生活 a:子どもとの接し方，子どもの衣

食住にかかわる物づくりなどの

技術を身につけている。  

c:子どもの発達の様子や生活に

興味・関心をもとうとしている。 

定期考査  プリント 

子どもをはぐくむ a:生命の尊さ，子育ての意義につ

いて理解することができる。  

c:子どもをとりまく状況につい

て，現状を知り，その課題を見つ

け，解決に向けて考えようとして

いる。 

定期考査  プリント 

子どものための社会福祉 a:子どもの発達段階において，子

どもをとりまく人とのかかわり，

地域環境・社会環境の重要性，子

どもの福祉について理解できる。 

b:子どもの生活やとりまく環境，

また，現在の子育ての環境や地域

社会や国の支援策や課題などに

ついて，情報を収集し，まとめる

ことができる。 

定期考査 定期考査 

プリント 

 

高 

齢 

者 

と 

か 

か 

わ 
る 

高齢社会に生きる a:高齢化社会の現状や課題につ

いて情報収集，調査・研究をし，

課題解決に向けて考えをまとめ

ることができる。  

b:高齢社会の課題やその解決に

むけて，新聞記事などを収集し・

分析する課程において，課題の発

見，解決の方向を導き出すことが

できる。  

c:高齢社会の現状，高齢者の心身

の特徴や生活について積極的に

知り，高齢者とかかわろうとして

いる。 

定期考査 定期考査 

プリント 

プリント 

高齢者を知る a:高齢社会の現状や高齢者の心

身の特徴について理解している。  

b:高齢社会の現状や高齢者の生

活を知ることにより，高齢者の自

立した生活とは何か，自分の考え

をまとめることができる。 

定期考査 定期考査 

プリント 

 

高齢者の自立を支える a:認知症の高齢者と接するとき

に必要な心がけを理解している。

介助技術や車椅子の扱い方を理

解している。  

b:要介護の高齢者と接する上で

気をつけるべきことを考えるこ

とができる。 

定期考査 定期考査 

プリント 
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高齢社会を支えるしくみ a:高齢期を支える社会的な制度・

しくみについて理解している。高

齢者の生活における地域社会の

役割，地域福祉の重要性について

理解できる。 

定期考査   

社 

会 

と 

か 

か 

わ 

る 

支えあって生きる a:社会福祉の意味，現在の社会福

祉の状況，社会保障制度のしくみ

について理解できる。  

b:社会福祉や生涯を通しての社

会保障制度のしくみについて，現

在の生活課題と関連させながら

考えることができる。  

c:生涯を通しての社会福祉・社会

保障のしくみや地域での支え合

いのしくみについて意欲的に理

解しようとしている。 

定期考査 定期考査 

プリント 

プリント 

住 

生 

活 

を 

つ 

く 

る 

人間と住まい a:住まいの役割・機能について，

地域の特性などをふまえて調査・

研究ができる。 

定期考査   

住まいの文化 a:日本独特の生活様式と，それに

伴う住まいの特徴を理解してい

る。  

b:現代のライフスタイルやライ

フステージに応じた住まいにつ

いて考えることができる。 

定期考査 定期考査 

プリント 

 

住まいを計画する a:住まいの機能・役割，またライ

フステージや家族構成などと住

まいの関係について理解してい

る。  

b:ライフステージと住空間の設

計の関係，住環境について考えを

深めることができる。  

c:住まいの機能，住空間の計画や

住環境について関心をもち，快適

な住まいづくり，よりよい住生活

の創造にむけて意欲的にとりく

もうとする。 

定期考査 定期考査 

プリント 

プリント 

健康に配慮した快適な室内

環境 

a:日照・日射・採光・照明，通気・

換気，冷暖房など，健康的な住ま

い環境における基本的な知識が

理解できる。また，住まいの清掃

やメンテナンスについても 理解

し，快適な生活につなげることが

できる。  

b:住まいの管理方法について，適

切な掃除や頻度を考え，判断する

ことができる。 

定期考査 定期考査 

プリント 

 



 

※令和４年度以降入学生用 

 

安全な住まい a: 住まいの安全対策，住まいに

おける健康管理など，実生活に役

立てることができる。  

b:安全な住まいづくりや，快適な

住環境のためにどのような課題

があるのか見つけることができ，

その課題解決のための方策を考

えることができる。暮らしやすい

住まいについて，住空間だけでな 

く，周りの環境とも関係している

ことをレポートなどを通して表

現できる。 

定期考査 定期考査 

プリント 

 

持続可能な住まいづくり a:安全で快適な住まいや，社会環

境・地域環境についての知識を身

につけ，現在の住生活の課題につ

いても認識できる。 

定期考査   

生 

活 

設 

計 

 a:精神的な自立，経済的な自立，

生活的自立，性的自立にむけて，

家庭総合で学んだ技術や知識を

確認し，これからの人生を考え，

設計できる。 

定期考査   

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 

 


